
 参考資料２  

 

緊急作業従事者の被ばく線量について 

 

 

４月までに緊急作業に従事し始めた作業者について、外部被ばく線量

（注１）と内部被ばく線量（注２）の合計は次のとおり。 

 
 

区分（ｍＳｖ） ３月 ４月 
東電社員 協力企業 計 東電社員 協力企業 計 

250超え 6  0  6  0  0  0  
200超え～250以下 0  2  2  0  0  0  
150超え～200以下 12  2  14  0  0  0  
100超え～150以下 69  17  86  0  0  0  
50超え～100以下 193  115  308  0  5  5  
20超え～50以下 510  350  860  10  78  88  
10超え～20以下 501  482  983  22  282  304  
10以下 344  1,092  1,436  605  2,386  2,991  

計 1,635  2,060  3,695  637  2,751  3,388  
最大（ｍＳｖ） 670.4  238.4  670.4  45.6  67.6  67.6  
平均（ｍＳｖ） 31.3  16.1  22.8  2.3  4.4  4.0  

（7月29日、東電からの報告） 

 

注１ 東電社員は確定値、協力企業は暫定値。 

注２ 20mSvを超える内部被ばくについては、日本原子力研究開発機構 

（JAEA）等における精密測定の結果をもって確定値としている。 

 


